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西部地区社協だより 
回覧 第３０４号 ２０２４年７月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 
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5 月２０日（土）に令和６年度の西部地区社会福

祉協議会総会を西部福祉センターにおいて開催しま

した。令和５年度事業報告・収支決算案、令和６年

度役員案、令和６年度事業計画案・収支予算案につ

いては、全て承認されました。 

令和 6 年度の会長には、榎前町内会長の岡田好一

氏が選任され、新会長のもとで新体制がスタートし

ました。今後も皆さまと共に地域福祉を推進してま

いりますので、ご理解とご協力をよろしくお願いい

たします。 

 

令和６年度西部地区社協総会報告 

新会長就任のごあいさつ 

西部地区社会福祉協議会会長 岡田 好一 

        

    令和６年度西部地区社会福祉協議会会長に就任することになり 

ました、榎前町内会長の岡田好一と申します。 

近年、高齢者世帯、単身の高齢者、認知症高齢者、障害のある人の増加、子どもの

貧困問題など多くの地域生活課題があります。自分自身も７０歳に近く、いつ介護を

受ける立場、あるいは認知症になる可能性もあると考えると、各課題を他人事ではな

く、自分事として考えることが重要だと思っております。 

また、能登半島地震のような大きな災害が発生した場合、地域の力やコミュニケー

ション力が、災害復興のために一番重要であると感じております。 

今年、「大きく広がれ福祉の輪 みんなで支える地域の輪」を基本理念とした、第

５次安城市地域福祉計画が策定されましたが、これらの課題の解決に向けて、この１

年、微力ではありますが、西部地区の皆さんと一緒に取り組んで参りたいと思います

ので、ご協力よろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                 

 

 

～令和６年度 西部地区社協事業計画～ 

安城市地域福祉計画に記載されている西部地区社協の基本目標は、以下のとおりです。 

１ 各町内の特色に合わせた町内福祉活動を支援します。 

２ 住民がお互いに安心して暮らせる地域づくりを推進します。 

基本目標 

みなさまからいただいた一般会費をもとに、各町内福祉活動の財源として

活用するほか、西部地区社協の事業費にも活用させていただきます。今年度

は、主に事業の開催・共催及び参加・協力を計画しています。 

 
主 催 事 業 
・総会 

・福祉講演会 

・地域福祉活動勉強会 

・のんびりウォーキング 

共 催 事 業 
・中学生防災隊防災教室 

・西部地区教育福祉講演会 

・介護者のつどい 

・N-Cafe(認知症カフェ) など 

年間を通して行う事業 
・生活支援ネットワーク会議     ・地域見守り活動の推進 

・生活支援・見守り協力事業     ・西部地区社協だより「せいぶ」の発行  

・ハートフルケアセミナー      ・地域ケア地区会議・個別会議への協力                 

・町内福祉委員会及び地域ボランティア等が行う活動への支援 

・地域リハビリテーション活動支援事業への協力 など 

主な事業紹介 

安城市社協キャラクター 

ハートン 

総会後、「共生社会の実現」～障害の理 

解・合理的配慮について～を演題に福祉講 

演会を開催し、５８名の方にご参加いただ 

きました。講師に安城市内で障害のある方 

への支援を行っている株式会社ティンクの 

小川氏と本多氏をお招きし、障害とは何か 

という視点や合理的配慮（社会の中にある 

困りごとや障壁を取り除くための調整）に 

ついて参加者との対話を交えながら講演い 

ただきました。お互いの違いを認め合うこと、 

差別と区別は違うことなどについて学ぶことができました。 

・「障害＝バリア」とは何か考えるきっかけとなった。  

          ・バリアは自分の身近にもたくさんあることが分かった。 

          ・誰とでも対話が大切だと思った。 

 

福祉講演会を開催しました 

参加者の感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


